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本會の地方に於ける登展大いに進む！！

○過般，本魯の承認せる木阪市岡中墨支部は來るぢ月1日同校に於いて創立

褒會式あり，本部より柴田，高城台詞臨席し，講演［1に臨地指導をなす筈．

0叉今般，京都京星會が京都支部とレて連携す量べく協定なり，「1下，準備

申．（精細は次號）

通

　千九百滑五年三刀六H

　山本先生机下
　拝啓　陳者御途附の天界二，月號一部正

に受取りました・（中略）該雑誌の始より

終迄甚だ興味を以って目を通しました，

記事田堵國に於τ盆々同好者の籔を加へ

つ5あるのを概悔しまして欣喜にたえま

せん　當地などは布畦八島を通して吾同

胞十萬を越えますが天交學に志し居る者

は私一入であります，曉天の星と云ふ事

があbますが他分日中の星かも知れませ
〆レ（申略）原田助　博士御在布巾，氏よ

り度々貴下の事を承b居りました・叉先

年来國東部に勉學致して居りました節，

脚半眉を得度と存じまして，1926年六月

初旬シカゴ市へ急いで参りましたが，其

時は既に貴下には加州ウヰルソン天丈塁

に御出装の後にて途に御拝眉の榮を得
す，誠に淺念至極に存じて居ります・私も

其後健康を甚だ害しまして目今ではブラ

ブラと自適に目を暮しで居bます・早く

以前の如く囲復して何等かの御報告でも

途る事が出土る様になりたいと願って居

ります・早々

　　在布嘆ホノル・　熊田儀助

信

　（前略）　クラス内の同志を集め十三名

で私等の同好會をつくりました・それよ

り聖心を合はせ蓄資相つとめまして，こ

の三刀，粗末ながら15センチ反射経緯機

を求める事が禺來ました・それよりは專

ら使用になれるといふことを目的としま

して，種々の：二重星，月及び木星等を眺

めてゐましたが，大分なれて來ましたの

．で・ぼつぼつ練習的に繊績親測を初めて

みたいと思ひまして，十三人を三つの部

門確口ち1，恒1星2，i置星及び流星3，太

陽）に分ちまして親測を初める；事に致し

ました・それで私は都合により太陽の概

測をする事になbました．襯測につきま

しては蛮表なんて事は考へてるません一・

太陽観測は殊の外毎日の襯測が必要です

のに，山陰地方は一年目三分半二位も観

測出田1ない日があるものですから，　うん

ざりしてしまひます・たとへ登表すると

しましてももう少し経瞼をつんでからに

したいと思ひます・（後略）

　四月三十日

　　　島根縣師範即興

　　　　　　　　　　　　飛田敏郎

繍だよリ画廊斎殿；1然甑欝1畿墾鵬警
種々の記事を得た事には転んで戴きたい・先づ山本先生のL満洲國の標準時を改正す

べし■てふ激に御注意あbたい・次に天丈學の有用性を蓮べられてるる・之は畢寛，

誰人もL天交「を口にする者の全てが，就籍奉仕への常識として知りおくべき必修目で

ある．六月十日L時の記念日■を迎へるに當r），我々はこの日こそ天文術への認識を普

及したいものである・水野副會長がL標準時「に就いて精細に解説されたのも悦ばし
い・七刀號からは日食に關する記事等が満載されま．す二期三下さい！！（「t’・T・生）


